
Niseko Town Council News

2022.8

№190

今年は有島農場解放から100年。1921年から工事が始まった灌漑溝は今も健在だ

６月定例会

議会の審議� １～４

補正予算審議� ５～６

一般質問� ７～12

意見書案等の審議結果� 13

議会Ｑ＆Ａ� 13

行政報告（一部抜粋）� 14

議会日誌� 14

私たちこんな活動しています� 15

表紙写真をよむ� 15

編集後記� 15

ニセコ町
まちの自治を育てる広報誌

議会だより



2 1� ニセコ町 議会だより　第190号  2022年８月発行ニセコ町 議会だより　第190号  2022年８月発行

　
北
海
道
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
ニ
セ
コ
校
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）

は
、
２
０
１
１
年
に
旧
幼
稚
園
の

施
設
を
利
用
し
て
開
校
。
こ
れ
ま

で
同
校
で
は
対
象
者
を
小
学
生
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
１
年

か
ら
は
中
等
部
も
開
設
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
現
在
の
施
設
で
は
手

狭
と
な
り
、
新
た
な
教
室
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
に
隣
接
し
て
い

る
旧
教
職
員
住
宅
は
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
改
修
の
予
定
も
な
い

こ
と
か
ら
、
教
員
住
宅
と
し
て
の

用
途
を
廃
止
し
、
教
室
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
無

償
で
貸
付
け
る
も
の
で
す
。
貸
付

期
間
は
１
年
間
と
し
て
お
り
、
更

新
は
毎
年
確
認
さ
れ
ま
す
。

[

質
問]

地
震
な
ど
で
事
故
が
起
き

た
と
き
町
に
責
任
は
？ 

[

答
弁]

Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
希
望
も
あ
り
、

こ
の
施
設
と
な
っ
た
。
契
約
書
は
、

弁
護
士
と
相
談
し
て
作
成
す
る
。

今
回
は
、
あ
く
ま
で
も
緊
急
避
難

的
な
対
応
。
必
要
な
改
修
は
Ｈ
Ｉ

Ｓ
で
行
う
。
町
と
し
て
支
援
も
考

え
た
い
。

[

質
問]

無
償
貸
付
の
根
拠
は
？

[

答
弁]

Ｈ
Ｉ
Ｓ
は
地
域
振
興
に
非

常
に
役
立
っ
て
お
り
、
教
育
の
観

点
か
ら
も
波
及
効
果
が
あ
る
。

PickUP

旧教員住宅を
HISに無償で
貸付

旧教員住宅

町民ホール（議場）

　

第
５
回
定
例
会
が
、
６
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
の

５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
、
５
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
（
質
問
内
容
は
７
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
）。

　

本
定
例
会
で
は
、
報
告
や
専
決
処
分
の
承
認
、
条

例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ

れ
、
す
べ
て
可
決
（
承
認
）
し
て
い
ま
す
。
審
議
の

結
果
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
26
案
件
の
す
べ
て
を
可
決
、
承
認

【
第
５
回
定
例
会
】

　後志管内の市町村では、教育に関す

る研修や調査研究を共同で行う「後志

教育研修センター組合」を設置してい

ます。この組合議員は各市町村町長と

議会議員から選出することになってい

ます。任期は４年です。

　人権擁護委員は、みなさんから人権

相談を受け問題解決のお手伝いをした

り、法務局と協力して人権侵害から被

害者を救済したり、啓発活動を行った

りします。任期は３年です。

菊地　博さん

人権擁護委員候補者
の推薦に同意

後志教育研修センター組合議員
に小松弘幸議員を選出
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第５回定例会　審議一覧
件　名 結果

ニセコ町土地開発公社経営状況の報告
について� （Ｐ４　参照）

報告受理

株式会社キラットニセコ経営状況の報告
について� （Ｐ４　参照）

報告受理

株式会社ニセコリゾート観光協会経営状
況の報告について� （Ｐ４　参照）

報告受理

ニセコ町情報公開条例運用状況の報告
について� （下表　参照）

報告受理

ニセコ町個人情報保護条例運用状況の
報告について� （下表　参照）

報告受理

令和３年度ニセコ町繰越明許費繰越計
算書の報告について

報告受理

専決処分した事件の承認について
（令和３年度ニセコ町一般会計補正予算）
� （Ｐ３　参照）

承　　認

専決処分した事件の承認について
（令和３年度ニセコ町国民健康保険事業
特別会計補正予算）� （Ｐ３　参照）

承　　認

専決処分した事件の承認について
（令和３年度ニセコ町簡易水道事業特別
会計補正予算)� （Ｐ３　参照）

承　　認

専決処分した事件の承認について
（令和３年度ニセコ町公共下水道事業特
別会計補正予算）� （Ｐ３　参照）

承　　認

後志教育研修センター組合議員の選挙
� （Ｐ１　参照）

当 選 者
小松弘幸

人権擁護委員候補者の推薦について
� （Ｐ１　参照）

適      任
［賛成多数］

北海道市町村総合事務組合規約の一部
変更の協議について

原案可決
［賛成多数］

北海道市町村職員退職手当組合規約の
一部変更の協議について

原案可決
［賛成多数］

件　名 結果

北海道町村議会議員公務災害補償等組
合規約の一部変更の協議について

原案可決
［賛成多数］

後志南部地区地域資源循環管理施設
（土壌改良資材製造施設）の設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例
について� （Ｐ３　参照）

原案可決
［賛成多数］

請負契約の締結について�（Ｐ４　参照）
（ニセコ町役場旧庁舎解体工事）

原案可決
［賛成多数］

請負契約の締結について�（Ｐ４　参照）
（令和４年度 市街地区配水管更新工事）

原案可決
［賛成多数］

辺地に係る公共的施設の総合整備計画
書の策定について� （Ｐ３　参照）

原案可決
［賛成多数］

辺地に係る公共的施設の総合整備計画
書の一部変更について� （Ｐ３　参照）

原案可決
［賛成多数］

令和４年度ニセコ町一般会計補正予算
� （Ｐ５・６　参照）

原案可決
［賛成多数］

財産の無償貸付について
� （Ｐ１　参照）

原案可決
［賛成多数］

令和４年度ニセコ町一般会計補正予算
（追加）� （Ｐ５・６　参照）

原案可決
［賛成多数］

食糧安全保障の強化を図る新たな国の
予算確保と国民への理解醸成を図る要
請書（産業建設常任委員会で審議）
� （Ｐ13　参照）

採　　択
［賛成多数］

森林・林業・木材産業によるグリーン成
長に向けた施策の充実・強化を求める
意見書案（産業建設常任委員会で審議）
� （Ｐ13　参照）

原案可決
［賛成多数］

食糧安全保障の強化を図る新たな国の
予算確保と国民への理解醸成を図る意
見書（提出者：木下裕三議員ほか４人）
� （Ｐ13　参照）

原案可決
［賛成多数］

条例の運用状況（令和３年度）　※規定により運用状況の報告が義務付けられています

〇ニセコ町情報公開条例

・公開請求件数　　　13件

　　うち公　   開　　 5件

　　　  部分公開　　 4件

　　　  非   公   開　　 4件

・公文書不存在　　　4件

・不服申立ての状況　 なし

・審査会開催状況　　未開催

〇ニセコ町個人情報保護条例

・開示請求件数、開示及び非開示等の決定件数　　なし

・訂正の請求件数及び決定件数　　なし

・是正の申出件数及び処理の件数　　なし

・不服申し立て　　なし

・目的外利用7件、外部提供２件　※令和３年度新規分

・不服申立ての状況　なし

・審査会開催状況　　未開催
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辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
書
の
策
定
と

変
更

　
辺
地
と
は
、
交
通
条
件
や
経
済

的
条
件
な
ど
に
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
、

人
口
や
公
共
施
設
ま
で
の
距
離
が

遠
い
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
地
域

の
こ
と
で
す
。
町
内
で
は
「
ニ
セ

コ
」「
曽
我
」「
近
藤
」「
宮
田
」「
福

井
」
の
５
地
域
が
対
象
地
域
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
辺
地
で
行
う
事
業
に
つ
い
て
は
、

財
政
上
の
優
遇
措
置
（
元
利
償
還

金
の
80
％
が
普
通
交
付
税
基
準
財

政
需
要
額
に
算
入
）
が
受
け
ら
れ

る
辺
地
対
策
事
業
債
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
当
該
辺
地
に
係
る
公
共
的
施

設
の
総
合
的
な
整
備
計
画
書
を
知

事
と
協
議
し
、
町
議
会
の
議
決
を

経
て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
宮
田
辺
地
の
総
合
整

備
計
画
書
を
新
た
に
策
定
す
る
も

の
で
す
。
予
定
事
業
は
「
第
一
号

橋
長
寿
命
化
整
備
事
業
」「
浜
本

橋
長
寿
命
化
整
備
事
業
」「
林
道

小
花
井
線
法
面
改
修
事
業
」「
宮

田
地
区
簡
易
水
道
施
設
改
良
事

業
」
の
４
事
業
で
す
。

　
ま
た
、
策
定
済
み
の
福
井
辺
地

の
総
合
整
備
計
画
書
に
つ
い
て
は

「
林
橋
長
寿
命
化
整
備
事
業
」「
福

井
地
区
簡
易
水
道
施
設
改
良
事

業
」「
昆
布
地
区
農
業
集
落
排
水

施
設
機
能
強
化
事
業
」
の
３
事
業

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

土
壌
改
良
資
材
製
造
施
設
の

処
理
料
金
上
限
額
の
変
更

　
農
業
生
産
活
動
に
よ
り
生
じ
た

廃
棄
物
は
、
法
律
に
基
づ
き
、
産

業
廃
棄
物
と
一
般
廃
棄
物
に
分
類

さ
れ
て
処
分
を
行
い
ま
す
。
野
菜

残
さ
な
ど
は
、
事
業
系
一
般
廃
棄

物
と
な
り
、
資
格
の
あ
る
処
理
事

業
者
に
処
理
を
委
託
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
土
壌
改
良
資
材
製

造
施
設
は
こ
の
役
割
を
担
う
も
の

で
、
地
域
内
の
農
業
生
産
者
な
ど

か
ら
排
出
さ
れ
る
野
菜
残
さ
や
、

で
ん
ぷ
ん
を
生
産
す
る
過
程
で
排

出
さ
れ
る
デ
カ
ン
タ
ー
廃
液
を
適

正
に
処
理
し
、
農
地
還
元
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
２
０
０
６
年
か
ら

操
業
し
て
い
る
公
の
施
設
で
す
。

設
置
運
営
は
、
10
町
村
（
島
牧
村
、

寿
都
町
、
黒
松
内
町
、
蘭
越
町
、

真
狩
村
、
留
寿
都
村
、
喜
茂
別
町
、

京
極
町
、
倶
知
安
町
、
ニ
セ
コ
町
）

が
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
処
理
コ

ス
ト
の
高
騰
に
対
応
し
今
後
も
継

続
し
て
施
設
が
稼
働
で
き
る
よ
う

野
菜
残
さ
1
ト
ン
当
た
り
の
処
理

料
金
の
上
限
を
１
万
２
６
０
０
円

か
ら
２
万
５
０
０
０
円
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。

PickUP

土壌改良資材製造施設（真狩村）

辺地総合整備計画書

〇
土
壌
改
良
資
材
の
使
い
方

　�

製
造
さ
れ
た
土
壌
改
良
資
材
は
、

堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
の
製
造
時
に
牛

糞
等
に
混
入
さ
れ
、
堆
肥
と
な
っ

て
農
地
へ
還
元
さ
れ
ま
す
。

PickUP

　歳入は、町税や地方交付税

が約３億円増加。基金繰入な

どを減額しています。

　歳出は、事業実績にもとづ

き減額し、余剰金は基金積立

を行っています。

令和３年度各会計予算
専決処分の承認

会計区分 当初予算額 現計予算額 補正後予算額

一 般 49億1,000万円 59億6,670万1千円 52億2,317万2千円

国民健康保険事業 2億1,900万円 同左 2億2,648万1千円

後期高齢者医療 6,100万円 〃 同左

簡 易 水 道 事 業 3億7,400万円 4億2,931万円 3億8,715万円

公共下水道事業 1億9,000万円 1億9,582万5千円 1億9,081万5千円

農業集落排水事業 6,700万円 同左 同左
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　地方自治法や条例により予定価格5,000万円以上の工事、又は製造の請負の契約を行う場合は、議会の

議決が必要です。今期定例会では、２事業について審議し可決しました。

〇工　事　名　　ニセコ町役場旧庁舎解体工事

　契約の方法　　指名競争入札

　契 約 金 額　　105,600,000円

　契約の相手方　　中野・ニセコ環境経常建設共同企業体

〇工　事　名　　令和４年度 市街地区配水管更新工事

　契約の方法　　指名競争入札

　契 約 金 額　　173,690,000円

　契約の相手方　　志田・長澤経常建設共同企業体

工事請負契約締結を可決

　法令により、町は土地開発公社、資本金等の1/2以上を出資している株式会社等について、事業年度ご

とに経営状況を説明する書類を作成し、議会に提出しなければなりません。

　対象法人：ニセコ町土地開発公社、株式会社キラットニセコ、株式会社ニセコリゾート観光協会

ニセコ町が出資する３団体の経営状況報告の承認

〇損益計算書　令和４年３月31日現在� （単位：円）

土地開発公社 キラットニセコ
ニセコリゾート

観光協会

純売上高（本業の稼ぎ） 26,049,212 48,393,299 194,705,145

売上原価（仕入れなどの費用） 25,440,045 6,680,291 113,090,279

売上総利益（[純売上高]-[売上原価]） 609,167 41,713,008 81,614,866

販売管理費（販売に係る経費、人件費など） 117,410 56,714,967 83,913,829

営業利益（[売上総利益]-[販売管理費]） 491,757 △15,001,959 △2,298,963

営業外収益（補助金、利息など） 4,212 15,311,151 29,671,928

営業外費用（補助金事業の経費など） － － 12,242,318

経常利益（[営業利益]+[営業外収益]-[営業外費用]） 495,969 309,192 15,130,647

特別損失（町へ寄付） 100,000,000 1 －

法人税等 － 180,000 4,531,900

当期純利益 △99,504,031 129,191 10,598,747

※参考　　白文字：収益、青文字：費用、黒文字：利益

〇貸借対照表

資産の部 8,090,969 22,325,407 76,254,976

流動資産（現金、土地等） 8,080,969 21,727,879 68,347,783

固定資産（出資金、機械器具 10,000 597,528 6,324,073

繰越資産（ホームページ） － － 1,583,120

負債の部（未払金、買掛金など） 70,000 6,687,359 21,015,416

資本の部 8,020,969 15,638,048 55,239,560

資本金 5,000,000 11,000,000 20,000,000

利益余剰金 △99,504,031 4,638,048 35,239,560

準備金 102,525,000 － －
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【
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
用
Ｐ
Ｃ

の
購
入
】

高
木
議
員
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

導
入
プ
ロ
セ
ス
は
。
購
入
す
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
な
場
面
で

使
う
の
か
。

総
務
課
長
　
半
導
体
不
足
等
で
機

器
の
購
入
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ 

50
台
の
購
入
費

を
先
行
し
て
補
正
し
た
。
ソ
フ
ト

の
選
定
は
こ
れ
か
ら
行
い
、
利
用

す
る
機
能
を
決
め
る
。
使
い
方
は
、

議
会
の
資
料
や
職
員
が
行
う
会
議

の
資
料
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
し
、

打
ち
合
わ
せ
し
た
メ
モ
な
ど
も
共

有
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
予
算

は
9
月
議
会
に
上
程
す
る
予
定
。

運
用
開
始
は
、
来
年
の
春
か
ら
を

考
え
て
い
る
。
導
入
す
る
機
器
の

画
面
は
大
き
い
が
限
界
も
あ
る
の

で
、
予
算
書
な
ど
の
よ
う
な
も
の

は
紙
で
併
用
し
て
い
く
。

【
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス
の
運

行
】

小
松
議
員
　
乗
車
実
績
が
目
標
よ

り
高
け
れ
ば
今
後
も
継
続
運
行
す

る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
目
標
値
を
ク
リ

ア
し
な
く
て
も
反
省
点
を
踏
ま
え
、

工
夫
し
て
次
年
度
運
行
を
目
指
し

た
い
。

篠
原
議
員
　
運
行
コ
ー
ス
に
ア
ン

ヌ
プ
リ
・
モ
イ
ワ
方
面
が
入
っ
て

い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ

ア
の
運
行
コ
ー
ス
も
検
討
し
た
が
、

市
街
地
と
の
接
続
も
考
え
る
と
運

行
時
間
が
長
く
な
り
、
ダ
イ
ヤ
と

予
算
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
今
回

の
ル
ー
ト
と
な
っ
た
。
来
年
度
以

降
は
コ
ー
ス
を
工
夫
し
た
い
。

町
長
　
当
初
、
こ
の
バ
ス
運
行
は
、

ヒ
ラ
フ
地
区
と
倶
知
安
市
街
地
を

中
心
に
検
討
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
ニ
セ
コ
観
光
圏
と
し
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
、
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー

ト
観
光
協
会
も
参
画
し
て
実
現
し

た
経
緯
が
あ
る
。

【
先
進
地
視
察
（
高
校
振
興
）】

高
木
議
員
　
視
察
地
選
定
の
着
目

点
は
な
に
か
。

学
校
教
育
課
長
　
魅
力
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
校
、
総
合
学
科
の

設
置
校
、
公
営
塾
の
設
置
校
な
ど

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

斉
藤
議
員
　
視
察
に
行
く
前
に
、

ど
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
学
校
を
目
指
す
の
か
、
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
こ
れ
ま
で
も
視
察
や
討

議
を
し
て
き
た
が
、
具
体
的
な
方

 補正予算の審議 

　

第
５
回
定
例
会
で
は
、
９
５
３
０
万
８
千

円
を
増
額
す
る
令
和
４
年
度（
２
０
２
２
年
）

一
般
会
計
補
正
予
算
を
審
議
し
、
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
（
２
０
２
１
年
度
）

の
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
も
、
会
計
年
度
の

終
了
に
よ
り
執
行
額
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ

り
補
正
予
算
の
専
決
処
分
が
行
わ
れ
、
承
認

し
て
い
ま
す
（
概
要
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

こ
こ
で
は
、
計
上
さ
れ
た
事
業
の
一
部
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
対
策
事
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
送
信
設
備
移
設
工
事
費
、

ニ
セ
コ
高
校
魅
力
化
事
業
等
を
可
決

【
補
正
予
算
（
第
５
回
定
例
会
）】

※「
専
決
処
分
」
と
は

　�

本
来
は
議
会
が
議
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
件

を
、
時
間
的
に
議
会
の
招

集
を
待
て
な
い
緊
急
的
な

場
合
な
ど
に
、
行
政
運
営

の
遅
れ
や
と
滞
り
を
防
ぐ

た
め
、
例
外
的
に
町
長
が

議
会
に
代
わ
り
意
思
決
定

す
る
こ
と
で
す
。

会計区分 当初予算額 現計予算額 補正後予算額

一 般 51億2,000万円 51億2,786万4千円 52億2,317万2千円

国民健康保険事業 2億1,200万円 同左 同左

後期高齢者医療 5,750万円 〃 〃

簡 易 水 道 事 業 5億4,100万円 〃 〃

公共下水道事業 2億3,800万円 〃 〃

農業集落排水事業 1億1,600万円 〃 〃

 その補正予算に質問！ 
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向
性
は
出
て
い
な
い
。
今
回
は
、

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
意
見
を

い
た
だ
き
、
あ
る
程
度
そ
う
い
う

意
見
を
尊
重
し
て
具
体
的
な
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
進
め
て
い
る
。

後
志
管
内
の
状
況
や
子
供
た
ち
の

進
学
動
向
を
踏
ま
え
、
こ
ち
ら
で

方
向
性
を
出
し
す
ぎ
て
議
論
す
る

よ
り
、
幅
広
く
視
察
し
、
検
討
委

員
の
意
見
を
い
た
だ
く
中
で
ニ
セ

コ
高
校
の
あ
り
方
を
目
指
し
て
進

め
た
い
。

学
校
教
育
課
長
　
委
員
（
11
名
）

は
こ
れ
か
ら
選
定
を
行
う
。
視
察

先
と
し
て
予
定
し
て
い
る
学
校
は
、

鹿
追
高
校
、
大
空
高
校
、
剣
淵
高

校
（
以
上
道
内
）
、
長
野
県
白
馬

高
校
、
島
根
県
隠
岐
島
前
高
校
の

5
カ
所
。

【
雪
害
に
よ
る
施
設
修
繕
】

篠
原
議
員
　
昨
年
も
施
設
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
厳
し
く
指
摘
し
た

が
、
今
年
も
雪
害
に
よ
る
修
繕
が

出
て
い
る
。
再
度
、
管
理
の
在
り

方
を
伺
う
。

こ
ど
も
未
来
課
長
　
幼
児
セ
ン
タ

ー
倉
庫
は
、
積
雪
の
状
況
を
見
な

が
ら
職
員
が
雪
下
ろ
し
を
実
施
。

今
回
は
氷
に
よ
り
壁
を
破
損
し
た
。

施
設
全
体
は
、
月
1
回
の
安
全
点

検
を
行
っ
て
い
る
。

町
民
生
活
課
長
　
元
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
指
定
管
理
者
が

管
理
し
て
い
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足
も
あ
り
、
屋
根
を

破
損
し
た
。
最
終
処
分
場
は
、
雪

留
め
を
設
置
し
、
屋
根
の
雪
下
ろ

し
も
2
回
実
施
し
て
い
た
が
、
昨

年
と
同
様
に
壁
を
破
損
し
た
。
抜

本
的
な
改
修
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

教
育
長
　
日
常
点
検
は
行
っ
て
い

る
が
、
昨
年
と
違
う
雪
の
降
り
方

だ
っ
た
た
め
教
育
委
員
会
所
管
の

施
設
等
で
雪
害
が
多
く
あ
っ
た
。

職
員
が
手
分
け
し
て
こ
ま
め
に
観

察
し
、
除
雪
等
に
対
応
し
た
い
。

総
務
課
長
　
職
員
住
宅
は
居
住
者

が
適
切
に
管
理
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。

浜
本
議
員
　
冬
を
考
慮
し
た
設
計

を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
今
後
、

建
設
を
予
定
し
て
い
る
消
防
庁
舎

や
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
の
建
設
時
に
は

配
慮
が
必
要
。

 その補正予算に質問！ 

【
歳
入
】

国
庫
支
出
金

（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
・

子
育
て
世
帯
生
活
支

援
補
助
金
、
コ
ロ
ナ

交
付
金
）

４
１
１
０
万
２
千
円

寄
付
金
（
指
定
寄
付
金
）

�

43
万
円

繰
越
金
（
前
年
度
繰
越
金
）

５
３
７
７
万
６
千
円

【
歳
出
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

特
別
対
策
事
業

３
３
５
６
万
４
千
円

　�

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

ニ
セ
コ
ハ
イ
ツ
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や

総
合
体
育
館
に
エ
ア
コ

ン
設
置
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
会
議
用
Ｐ
Ｃ
や
自
動

式
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
器

の
購
入
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
緊
急
支
援
給

付
金
の
支
給
、
燃
油
高

騰
特
別
対
策
事
業
に
よ

る
支
援
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
送

信
設
備
移
設
改
良
工
事

２
２
０
４
万
４
千
円

　�

難
聴
地
域
解
消
す
る
た

め
、
ア
ン
テ
ナ
と
送
信

機
器
を
旧
ヘ
リ
ポ
ー
ト

か
ら
東
山
地
区
の
宿
泊

施
設
屋
上
へ
移
設

ニ
セ
コ
高
校

魅
力
化
事
業

�

３
０
７
万
３
千
円

　�

高
校
の
設
置
方
針
な
ど

を
検
討
す
る
学
校
魅
力

化
検
討
委
員
会
、
専
門

委
員
会
を
設
置
。
先
進

地
（
鹿
追
高
校
、
大
空

高
校
、
長
野
県
白
馬
高

校
、
島
根
県
隠
岐
島
前

高
校
な
ど
）
の
視
察

観
光
地
づ
く
り

支
援
事
業

�

４
０
０
万
円

　�

ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光

協
会
が
倶
知
安
観
光
協

会
と
共
同
で
運
行
す
る

「
ス
カ
イ
バ
ス
」
の
事

業
費
補
助

写真提供／日の丸自動車興業

[

そ
の
他
の
事
業]

〇�

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
業
務

�

１
２
３
万
８
千
円

〇�

子
育
て
生
活
世
帯
支
援
特

別
給
付
金

�

２
５
０
万
円

〇
職
員
研
修
費

�

１
４
２
万
円

〇
町
有
住
宅
営
繕
工
事

�

２
７
３
万
９
千
円

〇�

町
民
セ
ン
タ
ー
修
繕
工
事

�

１
３
２
万
２
千
円

〇�

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

修
繕
工
事

�

１
０
０
万
１
千
円

〇�
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
修
繕
工
事

�
３
３
８
万
８
千
円

〇
綺
羅
乃
湯
営
繕
工
事

�

２
４
４
万
１
千
円

〇
公
園
施
設
等
修
繕
工
事

�

６
６
０
万
円

〇
公
営
住
宅
修
繕
工
事

�

２
２
２
万
２
千
円

〇
物
置
新
設
工
事

�

92
万
4
千
円

〇
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬

�

１
２
６
万
円

元町コミュニティセンターの

損壊状況

 補正予算の審議 
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一 般 質 問
　一般質問とは、議員が町長や教育長などに対して施策の内容や将来の方針などについて質

問するものです。令和４年（2022年）第５回ニセコ町議会定例会（会期６月６～10日）では、

５名の議員から９件の一般質問が提出されました。ここでは要約したものを掲載します。詳細

はニセコ町議会ホームページの会議録をご覧ください。また、会議録は議会事務局（ニセコ町

役場３階）で閲覧することができます。

�

斉藤うめ子　議員
・ニセコ町の気候危機・温暖化対策の進捗状況について
・ニセコ町森林ビジョンの状況と今後の見通しは
・�高齢者や交通弱者によりやさしい「にこっとバス」の運用改善を

P08

�

小松弘幸　議員
・桜ケ丘公園について

P09

�

高木直良　議員
・ＪＲ並行在来線（山線）バス転換について
・集落地の浄化槽排水処理について
・札幌冬季オリンピック・パラリンピック招致への対応について

P10

�

髙瀨浩樹　議員
・みどりの食料システム戦略について

P11

�

木下裕三　議員
・今後を見据えた地域産業の活性化について

P12

�

　一般質問の方法には、いくつかの論点を一括して質問する「一括方式」
と、一つずつ質問を繰り返す「一問一答方式」があります。これまでニ
セコ町議会では「一括方式」を取り入れていましたが、議論の展開がわ
かりやすい「一問一答方式」への転換を目指し、議事運営の手法整理を
行っています。

「一問一答方式」の導入を検討しています
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Ｑ　

２
０
２
０
年
７
月
21
日
、
ニ

セ
コ
町
は
「
ニ
セ
コ
町
気
候
非
常

事
態
宣
言
」
を
表
明
し
た
が
、
Ｃ

Ｏ
２

削
減
が
ど
こ
ま
で
実
行
さ
れ
、

２
０
３
０
年
46
％
（
本
来
は
60
％

以
上
）
の
削
減
目
標
は
達
成
で
き

る
の
か
。

Ａ
町
長　

２
０
１
５
年
ま
で
大
手

電
力
会
社
か
ら
町
内
電
力
使
用
量

の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
が
、
２
０

１
６
年
以
降
電
力
小
売
全
面
自
由

化
に
伴
い
情
報
が
開
示
さ
れ
ず
、

具
体
的
な
数
値
計
算
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。

Ｑ　

現
在
の
と
こ
ろ
削
減
割
合
は

ま
だ
数
値
化
で
き
て
な
い
と
い
う

こ
と
か
。

　

食
品
ロ
ス
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

も
か
な
り
あ
り
、
平
均
し
て
８
％

以
上
、
こ
れ
は
飛
行
機
の
Ｃ
Ｏ
２

の

１
・
４
％
よ
り
も
ず
っ
と
多
い
。

食
品
ロ
ス
の
問
題
は
身
近
に
で
き

る
こ
と
が
あ
る
。
も
う
少
し
現
実

的
な
脱
炭
素
の
取
組
の
た
め
に
、

町
民
を
巻
き
込
ん
だ
、
実
効
性
あ

る
行
動
を
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
町
長　

全
体
像
と
し
て
は
ニ
セ

コ
町
か
ら
排
出
さ
れ
る
６
万
ト
ン

強
の
Ｃ
Ｏ
２

を
建
物
由
来
の
排
出

量
を
抑
制
す
る
高
気
密
高
断
熱
と

化
石
燃
料
化
の
脱
皮
を
図
っ
て
い

く
。
そ
の
上
で
な
お
出
る
Ｃ
Ｏ
２

は
、
こ
れ
か
ら
林
業
に
力
を
入
れ

て
森
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、

現
在
あ
る
９
千
ト
ン
ぐ
ら
い
の
吸

収
量
を
１
万
２
千
ト
ン
ま
で
に
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る
。
６
万
ト
ン

で
あ
れ
ば
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
が

可
能
で
あ
る
。

　

食
品
ロ
ス
に
関
し
て
は
、
環
境

省
も
現
在
食
品
ロ
ス
の
専
門
課
を

置
き
強
力
に
推
進
し
て
い
る
。
こ

の
食
品
ロ
ス
は
家
庭
と
共
に
事
業

者
の
意
識
啓
発
も
必
要
で
、
年
度

内
に
食
品
ロ
ス
の
勉
強
会
を
行
い
、

一
歩
で
も
環
境
負
荷
の
低
減
が
進

む
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

Ｑ
２　

「
ニ
セ
コ
町
森
林
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
見
通
し
は

Ｑ　

昨
年
７
月
、「
ニ
セ
コ
町
森

林
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
た
。

「
森
林
づ
く
り
町
民
会
議
」
の
設

立
・
運
営
に
関
し
て
、
①
会
議
で

検
討
さ
れ
た
内
容
と
方
向
性
、
②

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
育
成
、
③
「
森

と
緑
の
会
」
の
再
開
、
④
学
校
の

森
林
教
育
を
伺
う
。

Ａ
町
長　

①
「
森
林
づ
く
り
町
民

会
議
」
の
設
置
に
向
け
て
準
備
中

だ
。
②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

研
修
を
受
け
、
森
林
や
林
業
行
政

に
関
わ
る
知
識
や
技
術
を
習
得
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
、
道
か

ら
派
遣
の
林
業
専
門
職
一
人
が
農

政
課
に
配
置
さ
れ
た
。
③
「
ニ
セ

コ
町
森
と
緑
の
会
」
は
林
業
者
や

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
も
大
き

く
、
運
営
や
予
算
確
保
も
難
し
い

状
況
で
、
団
体
を
解
散
し
た
。

Ａ
片
岡
教
育
長　

「
森
づ
く
り
」

を
学
校
の
環
境
教
育
と
捉
え
、

様
々
な
教
科
を
通
じ
て
横
断
的
に

取
り
組
み
支
援
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
３　

高
齢
者
や
交
通
弱
者
に
よ

り
優
し
い
「
に
こ
っ
と
バ
ス
」
の

運
用
改
善
を

Ｑ　

国
か
ら
高
齢
者
に
対
し
て
、

運
転
免
許
証
の
積
極
的
な
返
上
や

運
転
を
控
え
る
よ
う
に
と
の
勧
告

が
出
さ
れ
、
町
内
で
も
車
の
運
転

を
や
め
る
方
々
が
増
え
続
け
て
い

る
。
通
院
や
買
物
な
ど
生
活
に
必

要
な
外
出
が
で
き
ず
、
早
急
に
改

善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後

ま
す
ま
す
地
域
公
共
交
通
の
必
要

性
が
増
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
状
況
を
把
握
し
、
具
体
的

な
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

交
通
弱
者
の
こ
と
を
も
っ
と
真
剣

に
考
え
、
優
し
い
お
も
い
や
り
の

あ
る
施
策
を
も
う
一
度
検
討
し
直

し
て
み
て
は
い
か
が
か
。
９
人
乗

り
に
平
均
１
・
５
人
の
乗
車
率
で

は
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
は
適
さ
な
い

の
で
は
な
い
か
。
現
実
問
題
と
し

て
一
歩
で
も
改
善
で
き
な
い
か
と

思
う
。

Ａ
町
長　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
タ
ク

シ
ー
と
は
全
く
違
う
。「
に
こ
っ

と
バ
ス
」
の
運
行
は
道
路
運
送
法

に
基
づ
き
、
予
約
の
な
い
方
へ
の

弾
力
的
な
対
応
は
原
則
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
乗
車
場
所
と
降
車
場
所
が

予
約
者
と
同
一
の
場
合
な
ど
、
一

定
の
ル
ー
ル
で
乗
車
対
応
で
き
な

い
か
ニ
セ
コ
バ
ス
と
協
議
を
進
め
、

可
能
で
あ
れ
ば
柔
軟
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一般質問　斉藤うめ子　議員

ニセコ町気候非常事態宣言のあと
CO2削減はどこまで進んだか

電力会社からの町内電力使用量が開示されなく
なり、具体的な数値計算ができない状況にある
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Ｑ　

町
内
に
は
、
都
市
公
園
と
し

て
花
の
名
所
桜
ヶ
丘
公
園
が
あ
る
。

早
春
を
彩
る
可
憐
な
花
々
が
斜
面

を
埋
め
尽
く
し
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
る
。
４
月
下
旬
か
ら

５
月
中
旬
に
か
け
て
は
、
多
く
の

方
が
散
策
に
来
る
が
、
こ
の
時
期

が
過
ぎ
る
と
訪
れ
る
方
も
め
っ
き

り
少
な
く
な
る
。
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
も
町
民
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
が
散
策
路
を
利
用
し
、
自
然
観

察
や
癒
し
の
森
と
し
て
ゆ
っ
た
り

森
林
浴
を
し
な
が
ら
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て

楽
し
め
る
公
園
に
な
っ
て
ほ
し
い

も
の
だ
。

　

現
行
は
一
部
植
樹
を
さ
れ
て
い

る
が
、
斜
面
に
は
立
ち
枯
れ
木
や

老
木
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

積
雪
や
風
雨
に
よ
っ
て
折
れ
た
木

の
枝
や
枯
れ
枝
の
残
滓
も
あ
る
。

持
続
可
能
な
公
園
と
し
て
長
期
的

に
維
持
す
る
に
は
、
自
然
の
大
切

さ
を
実
感
す
る
よ
う
な
自
然
と
の

共
生
を
目
指
し
、
将
来
を
見
据
え

た
管
理
と
整
備
が
必
要
だ
。
そ
こ

で
、
基
本
的
な
計
画
を
定
め
、
公

園
の
保
全
と
適
正
な
管
理
、
遊
歩

道
の
延
長
な
ど
、
さ
ら
に
充
実
し

た
公
園
造
成
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
か
伺
う
。

Ａ
町
長　

桜
ヶ
丘
公
園
の
歴
史
は

古
く
、
明
治
時
代
に
入
植
を
し
た

住
民
の
方
が
こ
の
傾
斜
地
に
狩
太

公
園
を
造
成
し
た
こ
と
で
始
ま
り
、

今
で
は
ニ
セ
コ
町
民
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
る
。
町
の
誇
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
名
所
と
も
な
っ
て
い

る
。

　

公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

毎
年
委
託
業
務
と
し
て
適
切
に
管

理
し
て
い
る
。
遊
歩
道
を
含
む
公

園
の
新
た
な
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
農
村
公
園
、
ち
び
っ
こ
広
場

の
整
備
や
他
の
公
園
整
備
な
ど
も

合
わ
せ
て
、
今
後
有
利
な
財
源
や

優
先
順
位
を
決
め
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ　

こ
の
公
園
は
昭
和
29
年
の
狩

太
公
園
造
成
計
画
に
基
づ
き
、
町

に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。
今
の
中
央

団
地
４
号
棟
の
と
こ
ろ
に
孵
卵
場

が
あ
り
、
そ
の
東
側
が
公
園
の
入

り
口
と
な
っ
て
い
た
。
少
し
あ
が

る
と
子
ど
も
た
ち
は
ザ
リ
ガ
ニ
取

り
を
楽
し
み
、
西
側
の
中
腹
に
は

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
、
小
高
い
丘

に
向
か
っ
て
石
階
段
を
上
る
と
東

屋
が
あ
っ
た
。
冬
季
に
な
る
と
ス

キ
ー
場
と
し
て
夜
に
は
照
明
が
つ

い
て
、ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
も
で
き
た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
自
生
し
た

木
々
が
生
い
茂
り
、
手
つ
か
ず
で

荒
れ
た
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
斜
面
の
森
を
若
返
ら
せ
、
再
生

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

だ
。
ま
た
、
町
民
に
と
っ
て
訪
れ

や
す
く
、
親
し
み
の
持
て
る
自
然

環
境
に
す
る
べ
き
だ
。
こ
れ
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ
都
市
建
設
課
参
事　

以
前
は
草

刈
り
し
か
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

平
成
29
年
度
か
ら
予
算
化
し
、
公

園
の
維
持
作
業
を
行
っ
て
い
る
散

策
路
に
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
敷
い
た

ほ
か
、
歩
道
の
補
修
、
倒
木
や
外

来
種
の
植
物
の
撤
去
も
少
し
ず
つ

行
っ
て
い
る
。
令
和
３
年
度
に
は

樹
木
調
査
も
行
い
、
そ
れ
を
も
と

に
今
後
も
よ
り
よ
い
自
然
環
境
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

こ
の
桜
ヶ
丘
は
明
治
末
期
ま

で
有
島
農
場
の
一
部
だ
っ
た
が
、

農
場
主
の
有
島
武
郎
は
忠
魂
碑
建

設
に
理
解
を
示
し
て
、
そ
の
付
近

一
帯
を
町
に
寄
附
さ
れ
た
。
そ
の

数
年
後
、
町
民
有
志
が
周
辺
の
公

園
化
を
計
画
し
、
寄
贈
さ
れ
た
桜

な
ど
の
庭
木
を
植
林
し
た
が
、
管

理
や
手
入
れ
が
不
十
分
で
半
分
以

上
は
枯
れ
た
そ
う
だ
。

　

戦
後
し
ば
ら
く
放
置
状
態
が
続

い
た
。
公
園
化
後
、
老
朽
化
し
た

建
物
を
処
分
し
、
昭
和
43
年
に
有

島
第
２
農
場
か
ら
有
島
農
場
開
放

記
念
碑
が
移
設
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
45
年
か
ら
再
び
遊
歩
道
の
整
備

や
桜
の
補
植
な
ど
が
行
わ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
の

公
園
な
の
で
、
景
観
や
自
然
環
境

に
配
慮
し
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
こ

の
公
園
の
概
要
や
歴
史
が
分
か
る

説
明
看
板
等
の
設
置
を
検
討
で
き

な
い
か
伺
う
。

Ａ
都
市
建
設
課
参
事　

次
世
代
に

桜
ヶ
丘
公
園
の
歴
史
を
伝
え
る
こ

と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。
看

板
に
か
か
る
費
用
等
を
調
べ
、
設

置
の
検
討
を
し
た
い
。

一般質問　小松弘幸　議員

さらに充実した公園造成を行うこと
ができないか

今後有利な財源や優先順位を決めて
検討する

桜
ヶ
丘
公
園
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Ｑ　

「
バ
ス
転
換
」
容
認
の
経
過

や
理
由
と
、
具
体
化
に
向
け
た
構

想
を
町
民
に
報
告
す
べ
き
だ
。

Ａ
町
長　

北
海
道
新
幹
線
並
行
在

来
線
対
策
協
議
会
後
志
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
で
、
バ
ス
運
行
計
画
の
素
案

が
で
た
段
階
で
意
見
交
換
を
す
る
。

Ｑ　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
す
で
に

「
前
提
条
件
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

素
案
を
待
つ
の
で
は
な
く
町
と
し

て
こ
れ
を
伝
え
て
住
民
意
見
を
聞

く
べ
き
だ
。

Ａ
町
長　

た
た
き
台
が
あ
る
こ
と

で
、
よ
り
深
い
議
論
が
で
き
る
。

Ｑ　

「
バ
ス
転
換
」
の
具
体
化
案

に
は
住
民
意
見
や
要
望
の
反
映
が

必
要
。
ま
た
合
意
形
成
や
利
害
調

整
に
加
え
、
財
政
面
で
道
の
責
任

は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
る
。

Ａ
町
長　

地
域
住
民
の
足
を
守
る

責
任
は
我
々
も
道
と
同
様
。
財
政

的
に
も
道
の
支
援
は
不
可
欠
で
、

で
き
る
だ
け
住
民
の
皆
さ
ん
に
負

担
が
な
い
よ
う
慎
重
に
配
慮
す
る
。

Ｑ　

開
業
ま
で
は
、
在
来
線
を
存

続
す
る
前
提
で
協
議
し
て
き
た
。

倶
知
安
町
長
の
沿
線
首
長
へ
の

「
バ
ス
転
換
の
前
倒
し
実
施
」
提

案
は
理
不
尽
で
一
方
的
、
同
意
す

べ
き
で
は
な
い
。

Ａ
町
長　

倶
知
安
駅
、
駅
前
広
場

は
駅
舎
・
鉄
路
を
い
つ
ま
で
残
す

か
に
よ
っ
て
、
二
重
投
資
な
ど
の

問
題
が
生
じ
る
。
早
め
る
こ
と
で

経
費
を
圧
縮
す
る
可
能
性
が
あ
り

財
政
的
な
枠
組
み
も
見
て
対
応
し

た
い
。
鉄
道
は
大
変
価
値
が
あ
る
。

将
来
的
な
利
用
も
含
め
総
合
的
に

判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
２　

浄
化
槽
排
水
処
理
問
題

Ｑ　

大
型
開
発
や
住
宅
新
築
が
増

加
の
も
と
で
合
併
浄
化
槽
及
び
単

独
浄
化
槽
排
水
処
理
の
課
題
は
何

か
。

Ａ
町
長　

制
度
上
新
規
の
単
独
浄

化
槽
は
で
き
な
い
。
既
設
単
独
浄

化
槽
は
台
所
や
風
呂
の
汚
水
が
河

川
を
汚
濁
す
る
可
能
性
が
高
く
極

力
合
併
浄
化
槽
へ
の
切
替
え
を
推

奨
し
て
い
る
。

Ｑ　

庁
内
の
浄
化
槽
は
単
独
、
合

併
合
わ
せ
て
約
１
０
０
０
基
、
そ

の
３
割
の
処
理
水
流
末
は
不
明
だ
。

日
常
の
保
守
点
検
の
外
に
法
定
点

検
が
必
要
だ
が
、
点
検
結
果
な
ど

行
政
と
事
業
者
と
の
情
報
の
共
有

や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
活
用
を
進
め
る
べ
き
。

Ａ
町
民
生
活
課
長　

Ｒ
３
年
度
実

施
割
合
は
75
・
９
％
だ
。
事
業
者

と
結
果
デ
ー
タ
を
連
携
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
導
入
が
望
ま
れ
る
。

Ａ
町
長　

法
定
点
検
は
二
重
に
管

理
費
が
か
か
る
た
め
環
境
省
に
廃

止
を
要
請
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を

活
用
し
た
見
え
る
化
も
進
め
た
い
。

Ｑ　

取
水
と
同
様
に
排
水
処
理
に

関
す
る
条
例
も
必
要
。
希
少
生
物

の
産
卵
対
策
と
し
て
の
高
度
処
理

な
ど
ニ
セ
コ
町
ら
し
い
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
総
量
規

制
を
検
討
す
べ
き
。

Ａ
町
長　

河
川
法
・
浄
化
槽
法
・

水
質
汚
濁
防
止
法
・
土
壌
汚
染
対

策
法
な
ど
法
令
が
あ
る
。
現
段
階

で
は
町
独
自
の
条
例
は
考
え
て
い

な
い
が
必
要
が
あ
れ
ば
指
導
要
綱
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ
３　

札
幌
冬
季
オ
リ
・
パ
ラ
招

致
へ
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ　

ア
ル
ペ
ン
競
技
は
ニ
セ
コ
会

場
で
と
い
う
考
え
は
変
わ
ら
な
い

の
か
。
ニ
セ
コ
会
場
に
す
る
メ
リ

ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
、
課
題
を
ど

う
想
定
し
て
い
る
か
。

Ａ
町
長　

高
低
差
要
件
と
コ
ー

ス
難
度
を
と
も
に
満
た
す
既
存
ス

キ
ー
場
は
道
内
で
は
ニ
セ
コ
の
み
。

現
在
も
ア
ル
ペ
ン
種
目
の
会
場
候

補
だ
。
ニ
セ
コ
会
場
の
メ
リ
ッ
ト
は

コ
ー
ス
要
件
や
既
に
宿
泊
施
設
が

多
い
こ
と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
札
幌
か

ら
会
場
ま
で
の
選
手
・
関
係
者
・
観

客
の
輸
送
の
方
法
や
、
準
備
・
本

番
時
に
一
般
客
が
ス
キ
ー
場
を
利

用
で
き
な
く
な
る
こ
と
だ
。

Ｑ　

降
雪
が
続
く
ニ
セ
コ
が
適
地

か
は
疑
問
。
コ
ー
ス
設
定
の
た
め

に
現
地
の
造
成
や
森
林
伐
採
も
行

わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
町
民
学
習
課
長　

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
現

地
調
査
員
か
ら
は
大
規
模
な
伐
採

等
は
行
わ
な
い
、
既
存
の
ス
キ
ー

場
内
で
コ
ー
ス
を
設
定
し
危
険
な

個
所
だ
け
部
分
改
修
に
す
る
こ
と

な
ど
を
札
幌
市
に
確
認
し
て
い
る
。

Ｑ　

札
幌
市
は
札
幌
市
民
、
道
民

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
受
け
、
招
致

内
容
を
見
直
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

ニ
セ
コ
町
で
は
町
民
の
意
向
確
認

な
し
の
平
昌
視
察
に
は
批
判
が
あ

っ
た
。
会
場
関
係
事
業
者
や
町
民

か
ら
意
見
を
聞
く
べ
き
で
は
。

Ａ
町
長　

候
補
の
ス
キ
ー
場
と
札

幌
市
が
話
合
っ
て
お
り
、
今
後
詳

細
が
分
か
っ
た
段
階
で
、
札
幌
市

に
よ
る
説
明
会
の
開
催
等
も
あ
る
。

Ｑ　

招
致
反
対
が
増
え
た
の
は
、

費
用
面
や
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
商
業
主
義
の

反
映
だ
。
現
段
階
で
町
民
や
事
業

者
の
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
。

Ａ
町
長　

具
体
的
に
内
容
が
見
え

て
か
ら
議
論
を
行
う
。

一般質問　高木直良　議員

並行在来線のバス転換の「前倒し」提案
は一方的であり、同意すべきではない

財政的枠組みを見ながら対応したい
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Ｑ　

農
林
水
産
省
は
持
続
可
能
な

食
料
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
、
緑

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
策
定
し
、

中
長
期
的
な
観
点
か
ら
調
達
・
生

産
・
加
工
・
流
通
・
消
費
の
取
組
と

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
環
境
負

荷
軽
減
を
推
進
し
、
２
０
５
０
年

ま
で
を
目
標
と
し
て
進
め
て
い
る
。

　

令
和
４
年
か
ら
は
交
付
金
な
ど

創
設
さ
れ
、
有
機
農
業
や
ス
マ
ー

ト
農
業
な
ど
全
国
に
モ
デ
ル
地
域

を
育
成
し
進
め
て
い
く
中
、
ニ
セ

コ
町
と
し
て
は
こ
う
し
た
農
業
政

策
を
ど
の
よ
う
に
見
極
め
て
取
り

組
む
べ
き
か
伺
う
。

Ａ
町
長　

令
和
３
年
５
月
に
公
表

し
た
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
の
実
現
に
向
け
、
農
林
水
産
省

で
は
昨
年
よ
り
政
策
実
現
の
た
め

２
０
５
０
年
に
向
け
た
取
組
を
開

始
し
て
い
る
。

　

ニ
セ
コ
町
で
は
長
年
、
堆
肥
緑

肥
な
ど
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
対

策
や
、
減
農
薬
栽
培
の
Ｙ
Ｅ
Ｓ
ク

リ
ー
ン
認
証
を
得
た
米
の
生
産
促

進
対
策
な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

昨
年
か
ら
は
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用
し
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
つ
き
自
動
操
舵
機

や
ド
ロ
ー
ン
等
の
導
入
な
ど
進
め
、

地
中
へ
の
窒
素
貯
留
、
農
薬
・
化

学
肥
料
の
低
減
、
作
業
効
率
化
に

よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
減
な
ど
、

農
協
や
生
産
者
さ
ん
の
ご
協
力
の

も
と
、
取
組
を
進
め
て
き
て
い
る
。

　

国
で
は
２
０
５
０
年
に
向
け
た

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
交
付
金

を
初
め
と
し
た
各
事
業
に
つ
い
て

多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お

り
、
ニ
セ
コ
町
で
の
事
業
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
生
産
者
・
農
協
・

普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
者
と
の

話
合
い
を
続
け
な
が
ら
、
対
応
可

能
な
事
業
の
実
施
に
向
け
て
進
め

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

令
和
４
年
の
執
行
方
針
に
緑

の
食
料
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
２
０

５
０
年
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
、
化
学
農
薬
使
用
料
の

50
％
低
減
、
化
学
肥
料
使
用
量
の

30
％
低
減
な
ど
を
目
指
す
中
長
期

的
な
目
標
を
上
げ
、
環
境
負
荷
軽

減
を
推
進
し
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
有
機
農
業
に
つ
い

て
は
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な

い
、
つ
ま
り
環
境
に
負
荷
を
か
け

な
い
農
業
は
、
消
費
者
の
立
場
か

ら
見
る
と
安
全
で
体
に
良
い
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
見
方
を
変
え

生
産
者
か
ら
見
る
と
、
莫
大
な
コ

ス
ト
が
か
か
り
、
化
学
肥
料
や
農

薬
の
使
用
を
制
限
さ
れ
る
た
め
、

そ
れ
に
対
す
る
技
術
や
人
員
が
必

要
で
、
手
間
も
非
常
に
か
か
っ
て

く
る
。
慣
行
農
業
に
比
べ
る
と
収

穫
量
も
大
変
少
な
く
、
単
価
も
ど

う
し
て
も
高
く
な
る
。
双
方
が
納

得
で
き
る
取
組
が
理
想
だ
。

　

現
在
日
本
の
有
機
農
業
の
取
組

状
況
は
０
・
２
％
で
あ
り
、
イ
タ

リ
ア
が
15
・
８
％
、
ド
イ
ツ
が
９
・

１
％
、
ア
メ
リ
カ
が
０
・
６
％
で
、

数
字
的
に
み
て
も
有
機
農
業
の
取

組
み
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
国
と
し
て
は
２
０
５

０
年
ま
で
に
は
面
積
の
25
％
を
目

標
と
し
て
い
る
中
、
ニ
セ
コ
町
と

し
て
は
生
産
者
や
各
関
係
機
関
と

話
合
い
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今

後
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
農
政
課
長　

有
機
農
業
を
実
施

す
る
方
は
苦
労
さ
れ
て
い
る
部
分

が
多
い
と
思
う
。
ニ
セ
コ
町
に
お

い
て
は
、
加
工
用
ブ
ド
ウ
の
生
産

者
グ
ル
ー
プ
が
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
、

ま
た
は
転
換
期
間
中
有
機
農
産
物

と
い
う
か
た
ち
で
作
付
を
進
め
て

い
る
。
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
農
業
の
取
組

み
は
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
。
ニ

セ
コ
ら
し
い
農
業
、
様
々
な
種
類

の
も
の
を
様
々
な
農
法
で
、
お
い

し
い
も
の
を
作
る
と
い
う
こ
と
を

継
続
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

昨
今
の
農
業
情
勢
、
大
変
厳

し
い
状
況
で
緑
戦
略
の
中
で
も
化

学
肥
料
の
低
減
と
い
う
部
分
が
あ

り
、
緑
肥
堆
肥
な
ど
の
さ
ら
な
る

拡
充
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　

ま
た
、
環
境
負
荷
軽
減
の
部
分

で
も
ニ
セ
コ
町
は
環
境
モ
デ
ル
都

市
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て

選
定
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
何
か
考
え
が
あ

る
か
、
町
長
に
再
度
お
伺
い
し
た

い
。

Ａ
町
長　

今
回
、
飼
料
・
肥
料
と

も
に
相
当
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
、

国
の
ほ
う
も
全
農
に
対
し
て
、
肥

料
に
関
し
て
は
８
０
０
億
ぐ
ら
い

の
お
金
を
出
す
と
聞
い
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
農
家
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
有
機
農
業

に
関
し
て
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

得
な
が
ら
、
最
終
的
に
そ
う
い
う

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
農
業

者
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
密
に

し
な
が
ら
取
り
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

一般質問　髙瀨浩樹　議員

緑の食料システム戦略について

生産者などの関係者と協議しながら、
対応可能な事業に取組む
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学
肥
料
の
低
減
、
作
業
効
率
化
に

よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
減
な
ど
、

農
協
や
生
産
者
さ
ん
の
ご
協
力
の

も
と
、
取
組
を
進
め
て
き
て
い
る
。

　

国
で
は
２
０
５
０
年
に
向
け
た

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
交
付
金

を
初
め
と
し
た
各
事
業
に
つ
い
て

多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お

り
、
ニ
セ
コ
町
で
の
事
業
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
生
産
者
・
農
協
・

普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
者
と
の

話
合
い
を
続
け
な
が
ら
、
対
応
可

能
な
事
業
の
実
施
に
向
け
て
進
め

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

令
和
４
年
の
執
行
方
針
に
緑

の
食
料
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
２
０

５
０
年
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
、
化
学
農
薬
使
用
料
の

50
％
低
減
、
化
学
肥
料
使
用
量
の

30
％
低
減
な
ど
を
目
指
す
中
長
期

的
な
目
標
を
上
げ
、
環
境
負
荷
軽

減
を
推
進
し
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
有
機
農
業
に
つ
い

て
は
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な

い
、
つ
ま
り
環
境
に
負
荷
を
か
け

な
い
農
業
は
、
消
費
者
の
立
場
か

ら
見
る
と
安
全
で
体
に
良
い
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
見
方
を
変
え

生
産
者
か
ら
見
る
と
、
莫
大
な
コ

ス
ト
が
か
か
り
、
化
学
肥
料
や
農

薬
の
使
用
を
制
限
さ
れ
る
た
め
、

Ｑ　

ニ
セ
コ
町
の
主
産
業
で
あ
る

観
光
産
業
に
二
次
的
、
三
次
的
に

関
わ
っ
て
い
る
他
産
業
も
多
く
、

今
後
そ
の
再
生
と
活
性
化
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
だ
が
、
こ
れ
ら
の

こ
と
を
踏
ま
え
て
以
下
伺
う
。

①
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
疲
弊
し
た
地

域
経
済
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
。

②
町
政
執
行
方
針
で
は
、
年
度
内

に
「
宿
泊
税
」
の
導
入
の
条
例
を

取
り
ま
と
め
る
と
し
て
い
る
が
、

改
め
て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
町
長　

コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元

年
度
で
約
１
７
５
万
人
の
入
り
込

み
が
あ
っ
た
が
、
感
染
拡
大
し
た

令
和
２
年
度
は
約
94
万
人
、
令
和

３
年
度
は
若
干
戻
っ
た
も
の
の
約

１
０
０
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

中
で
も
訪
日
外
国
人
は
、
宿
泊
延

べ
数
で
令
和
元
年
度
は
約
16
万
人

／
泊
で
あ
っ
た
も
の
が
、
令
和
２

年
度
、
３
年
度
は
延
べ
２
０
０
人

／
泊
に
満
た
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

こ
こ
か
ら
一
人
当
た
り
の
平
均
旅

行
消
費
単
価
額
を
掛
け
合
わ
せ
た

旅
行
消
費
額
を
試
算
す
る
と
、
令

和
元
年
度
は
約
４
０
８
億
円
だ
っ

た
も
の
が
、
令
和
３
年
度
は
約
２

４
５
億
円
と
60
％
程
度
に
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
商
工
業
に
お
い
て
は
、
例

え
ば
綺
羅
ポ
イ
ン
ト
の
消
費
金
額

を
計
算
す
る
と
、
令
和
元
年
度
は

４
億
１
９
０
０
万
円
だ
っ
た
の
に

対
し
、
令
和
２
年
度
は
約
３
億
２

１
０
０
万
円
、
令
和
３
年
度
は
３

億
１
０
０
万
円
と
70
％
程
度
ま
で

町
内
消
費
が
落
ち
込
ん
で
い
る
と

推
定
さ
れ
る
。

　

宿
泊
税
に
関
し
て
は
、
選
ば
れ

る
持
続
可
能
な
国
際
リ
ゾ
ー
ト
地

と
し
て
、
滞
在
者
の
利
便
性
・
満

足
度
を
向
上
さ
せ
つ
つ
、
環
境
モ

デ
ル
都
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
づ

く
り
の
推
進
、
そ
し
て
有
事
の
備

え
と
し
て
の
一
定
程
度
の
財
源
の

確
保
の
必
要
性
も
考
え
て
い
る
。

　

現
在
は
有
識
者
や
道
内
で
検
討

中
の
自
治
体
と
情
報
連
携
を
し
な

が
ら
準
備
作
業
を
続
け
お
り
、
宿

泊
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交

換
や
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
い
、

制
度
設
計
の
熟
度
を
上
げ
て
い
き

た
い
。

Ｑ　

国
や
道
だ
け
で
は
な
く
、
ニ

セ
コ
町
と
し
て
も
支
援
策
を
実
施

し
て
き
た
が
、
ど
れ
だ
け
の
規
模

で
実
施
し
て
き
た
か
総
括
し
て
お

知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、

今
後
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
す

た
め
の
施
策
等
を
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

Ａ
商
工
観
光
課
長　

商
工
観
光
部

門
で
は
、
令
和
２
年
度
に
は
大
体

総
額
で
１
億
５
千
万
円
ほ
ど
活
用

し
、
町
民
一
人
当
た
り
５
千
円
の

商
品
券
の
配
布
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
事
業
な
ど
影
響
の
大

き
な
飲
食
店
や
観
光
施
設
な
ど
で

の
利
用
促
進
を
考
慮
し
な
が
ら
、

全
17
項
目
の
経
済
対
策
を
実
施
し
、

大
き
な
経
済
効
果
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
経
済
対
策
は
、
入
り
込

み
の
回
復
の
期
待
は
あ
る
が
、
早

期
の
喚
起
を
行
い
た
い
た
め
、
綺

羅
ポ
イ
ン
ト
の
子
育
て
ポ
イ
ン
ト

の
拡
大
や
10
倍
セ
ー
ル
、
ま
た
、

北
海
道
の
物
価
高
騰
対
策
予
算
の

中
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
上
乗

せ
補
助
に
つ
い
て
も
項
目
が
あ
り
、

今
後
町
民
向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
な
ど
も
道
予
算
の
動
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ　

宿
泊
税
に
関
し
て
定
額
な
の

か
定
率
な
の
か
、
実
際
負
担
は
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
か
、
免
税
点

を
設
け
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
事

業
に
使
う
の
か
、
事
業
者
の
事
務

負
担
な
ど
、
い
ろ
ん
な
課
題
が
あ

る
が
、
今
後
対
象
と
な
る
事
業
者

と
十
分
に
協
議
し
な
が
ら
、
固
定

観
念
に
も
と
ら
わ
れ
ず
に
制
度
設

計
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の

点
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
を
伺
う
。

Ａ
町
長　

先
行
し
て
導
入
し
た
自

治
体
の
経
験
に
基
づ
い
た
情
報
も

得
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
全
体
の
観
光
の
滞

在
の
質
を
高
め
る
仕
組
み
な
ど
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
と
十
分
話
合
い

な
が
ら
制
度
設
計
を
し
て
い
き
た

い
。
何
と
か
年
度
内
に
取
り
ま
と

め
を
し
た
い
が
、
周
知
期
間
と
実

施
ま
で
に
は
相
当
期
間
が
必
要
な

の
で
、
そ
の
辺
も
拙
速
で
な
い
よ

う
に
取
り
進
め
た
い
。

一般質問　木下裕三　議員

今後の観光振興対策は

プレミアム商品券や財源となる宿泊
税導入を進めたい

ニ
セ
コ
町
へ
の
客
足
が
戻
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
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食
料
安
全
保
障
の
強
化
を
図
る
新

た
な
国
の
予
算
確
保
と
国
民
へ
の

理
解
醸
成
を
図
る
要
請
書

　

令
和
４
年
５
月
に
受
理
し
た
陳

情
第
１
号
「
食
料
安
全
保
障
の
強

化
を
図
る
新
た
な
国
の
予
算
確
保

と
国
民
へ
の
理
解
醸
成
を
図
る
要

請
書
」
は
、
付
託
さ
れ
た
産
業
建

設
常
任
委
員
会
の
報
告
の
と
お
り
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
後

の
需
要
回
復
を
見
込
ん
だ
原
油
等

の
価
格
上
昇
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
、
原

油
・
生
産
資
材
価
格
や
穀
物
相
場

が
歴
史
的
な
高
騰
を
続
け
て
い
ま

す
。
日
本
国
内
で
も
食
料
品
等
の

相
次
ぐ
値
上
げ
で
国
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
食
料
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
輸
入
に
依
存
し
て

い
ま
す
。
自
国
の
食
料
は
自
国
で
。

食
料
の
安
定
供
給
と
農
業
の
持
続

的
発
展
の
た
め
、
我
が
国
の
食
料

安
全
保
障
を
強
化
す
る
食
料
自
給

率
向
上
、
国
内
生
産
の
基
盤
強
化

な
ど
新
た
な
施
策
及
び
予
算
の
確

保
と
国
民
へ
の
理
解
醸
成
を
図
る

こ
と
を
目
指
す
よ
う
要
望
す
る
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
者
／
ニ
セ
コ
町
農
民
同
盟

　
　
　
　
委
員
長
　
松
原
太

採
　
決
／
採
決
す
べ
き

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る

グ
リ
ー
ン
成
長
に
向
け
た
施
策
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
た
発
議
第
３
号
は
、
可
決
す

べ
き
と
す
る
委
員
会
報
告
の
と
お

り
議
決
し
ま
し
た
。

提
出
者
／
ニ
セ
コ
町
議
会
議
員

　
　
　
　
木
下
裕
三

採
　
決
／
原
案
可
決

地
域
の
声
を
届
け
る
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た

　

第
５
回
定
例
会
で
意

見
書
１
件
、
発
議
１
件

を
議
決
し
、
地
方
自
治

法
第
99
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係

大
臣
、
関
係
機
関
に
送

付
し
ま
し
た
。

ニッキー&アニッキー　　　　 の温泉談義　№９

　　　　 � 議会でもタブレット？

＋猪狩議長

最近、小中学校ではタブレットなどのパソコンを使って勉強しているよね。

うん、そうだね。道内のいくつかの議会でもタブレットなどを使って会議を行っている

ところがあるらしいよ。猪狩議長に状況を聞いてみよう。

道内では十勝管内の芽室町議会が議会改革の取り組みとして、平成25年（2013年）に「議

会ICT計画」を策定したんだ。すべての会議をインターネット配信したり、タブレット

を使って会議を行ったりしているんだよ。これだと、コロナ禍でも委員会はオンライン

で会議ができるそうだよ。

企業ではオンライン会議が当たり前になっているものね。でも、それって便利なだけで

なく、問題点もあるんじゃない？ 

良い点は、その場にいなくても会議ができることや、紙を使わず資料などを共有できる

ので資源の節約や印刷や保管のコストが削減できること、情報が電子化されているので

検索しやすく、インターネットなどで情報発信もしやすいことなどだね。

問題点は、紙のように並べてたくさんの情報を一度に見られないこと。だから、会議の

進め方などを工夫する必要があるんだ。

 　　　ニセコ町議会ではまだ導入しないの？

そのことを考えて、実際に使っている栗山町議会を訪問して、自分たちが使うとどうな

るのかを検討しているんだよ。

＆
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（
町
長
）

北
海
道
新
幹
線
及
び
高
速
道
路
に

つ
い
て

　

期
成
会
に
お
い
て
、
札
幌
延
伸

区
間
の
17
ト
ン
ネ
ル
、
40
工
区
の

全
て
が
発
注
済
み
と
鉄
道
運
輸
施

設
支
援
機
構
北
海
道
新
幹
線
建
設

局
長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
並
行
在
来
線
に
つ
い
て

は
、
関
係
市
町
村
の
態
度
表
明
が

揃
い
、
バ
ス
転
換
や
む
な
し
で
確

認
が
な
さ
れ
た
。

　

横
断
道
（
高
速
道
路
）
は
令
和

６
年
に
仁
木
ま
で
開
通
の
予
定
。

蘭
越
・
倶
知
安
間
に
つ
い
て
は
、

計
画
段
階
評
価
の
作
業
中
に
な
っ

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
、
ふ
る
さ

と
住
民
票
に
つ
い
て

　

寄
付
の
状
況
は
、
平
成
30
年
４

月
1
日
以
降
の
実
績
で
、
寄
付
総

額
累
計
1
億
２
１
１
４
万
円
、
令

和
３
年
度
１
４
６
０
人
、
４
７
９

５
万
円
。

　

令
和
３
年
度
に
お
け
る
寄
付
の

活
用
は
17
事
業
で
、
活
用
金
額

３
３
５
５
万
円
。
現
在
、
ふ
る
さ

と
住
民
に
は
１
４
３
名
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

は
こ
れ
ま
で
に
８
つ
の
企
業
か
ら

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
累
計
額
が

３
９
９
０
万
と
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生

活
支
援
対
策
「
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付

金
」
の
給
付
状
況

　

対
象
世
帯
数
５
９
０
、
申
請
件

数
５
１
５
（
87
・
３
％
）、
家
計

急
変
世
帯
６
、
転
入
非
課
税
世
帯

16
の
総
計
５
３
５
世
帯
。
給
付
総

額
５
３
５
０
万
円
（
４
月
末
現

在
）
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
に
つ

い
て

　

4
件
の
事
業
を
取
り
組
ん
で
い

る
。
１
点
目
が
ロ
ー
カ
ル
ス
マ
ー

ト
交
通
深
化
・
展
開
事
業
、
次
が

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
「
持

続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
モ
デ

ル
市
町
村
」
形
成
事
業
、
そ
れ
か

ら
、
持
続
可
能
な
「
ニ
セ
コ
共
生

循
環
の
森
林
づ
く
り
」
を
実
現
す

る
地
域
商
社
推
進
事
業
、
最
後
は

「
共
感
」
が
つ
な
ぐ
多
様
な
連
携

に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
で
、
そ
れ
ぞ
れ
国
の
支

援
を
受
け
て
進
め
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
町
内
の
状

況
　

こ
の
ま
ま
終
息
に
向
か
っ
て

い
け
ば
良
い
と
念
願
を
し
て
い

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
、
４

月
27
日
現
在
で
、
１
回
目
77
・
７

％
、
３
回
目
が
59
・
０
％
。
65
歳

以
上
が
1
回
目
91
・
７
％
、
3
回

目
85
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
3
年
度
観
光
入
込
客
数
の
調

査
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
大
変
大
き

な
落
ち
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
宿

泊
施
設
な
ど
の
状
況
も
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

外
国
人
宿
泊
者
は
18
人
で
あ
り
、

本
町
に
お
い
て
は
99
・
９
％
減
少

し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

ニ
セ
コ
高
校
の
状
況

　

今
年
の
入
学
者
は
、
ニ
セ
コ
中

学
校
3
名
、
管
内
（
倶
知
安
・
留

寿
都
等
）
12
名
、
道
内
9
名
、
道

外
1
名
と
な
っ
て
い
る
。
う
ち
寮

に
は
9
名
が
入
居
し
、
2
・
3

年
生
を
含
め
る
と
16
名
に
な
る
。

花
・
野
菜
苗
の
販
売
や
、
校
内
意

見
発
表
大
会
（
コ
ロ
ナ
対
応
に
よ

り
非
公
開
）
は
開
催
、
3
年
生
の

藤
巻
佐
輔
君
が
最
優
秀
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

参
加
し
て
、
新
た
に
「
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ク
ラ

ス
」
を
始
め
た
。
1
年
生
が
主
で
、

英
会
話
を
中
心
に
将
来
的
に
英
検

に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
取
組
を
進

め
る
。

学
校
給
食
へ
の
異
物
混
入

　

パ
ン
に
ゴ
ム
手
袋
破
片
、
煮
干

し
に
植
物
片
の
混
入
が
あ
っ
た
。

納
入
業
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
保

護
者
へ
お
詫
び
の
文
書
を
配
布
し

た
。

　

ま
た
、
5
月
分
の
給
食
費
の
収

納
事
務
手
続
き
が
遅
れ
、
6
月
に

2
か
月
分
の
収
納
を
行
う
と
い
う

こ
と
を
父
母
等
に
説
明
し
た
。

第
５
回
定
例
会
行
政
報
告�

（
一
部
抜
粋
）

議

会

日

誌

５
月

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
員
協
議
会

６
月

6
日　

第
5
回
定
例
会

	

（
～
10
日
）

　
　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

総
務
・
産
業
建
設
常
任

委
員
会

７
月

6
日　

議
員
研
修
会（
札
幌
市
）

12
～
14
日　

総
務
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

15
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

20
日　

総
務
常
任
委
員
会
所
管

事
務
調
査

21
日　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
会

25
日　

第
6
回
臨
時
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

28
～
29
日　

視
察
研
修
（
栗
山

町
議
会
）



令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）８
月
１
日
発
行　
　
　
　
　
　
■ 

編
集・発
行　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会�

■ 

印
刷　
㈱
総
北
海

議
会
だ
よ
り

第
１
９
０
号

北
海
道
虻
田
郡
ニ
セ
コ
町
字
富
士
見
55
番
地

０
１
３
６-

４
４-

２
１
２
１
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景
気
回
復
が
足
踏
み
状
態
に

あ
る
中
で
、
原
材
料
価
格
の
上

昇
と
原
油
高
騰
な
ど
の
影
響
で

食
料
品
や
光
熱
費
の
値
上
げ
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
家
計
へ
の

影
響
を
と
て
も
感
じ
て
い
る
こ

と
思
い
ま
す
。

　

値
上
げ
は
今
後
も
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
無
駄
な
出
費
が
な

い
か
を
見
直
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
年
の
夏
は
、
平
年

よ
り
暑
く
な
る
予
報
と
な
っ
て

い
ま
す
。
室
内
に
い
て
も
熱
中

症
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
暑
さ
に
負
け

ず
、
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
マ
ス

ク
生
活
か
ら
早
く
解
放
さ
れ
ま

す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
小
松
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委 

員 

長
　
高
木
　
直
良

副
委
員
長

　
斉
藤
う
め
子

委
　
　
員

　
木
下
　
裕
三

委
　
　
員

　
小
松
　
弘
幸

編
集
後
記

議会HPは
こちらから
ご覧になれます

表
紙
写
真
を
よ
む

　
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
、
有

島
武
郎
は
、
農
場
全
体
を
全
小
作
人

が
共
有
し
、
協
力
一
致
し
て
「
相
互

扶
助
」
に
よ
り
農
場
を
経
営
す
る
こ

と
を
条
件
に
、
無
償
で
解
放
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
そ
れ
か
ら
１
０
０
年

目
に
あ
た
り
ま
す
。
解
放
後
の
経
済

的
自
立
を
考
え
、
勧
業
銀
行
か
ら
多

額
の
借
金
を
し
、
水
田
造
成
の
た
め

に
灌
漑
溝
の
工
事
を
始
め
た
の
は
前

年
の
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
で
す
。

　
有
島
謝
恩
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
の
力
も
借
り
て
、
春
先
に
灌

漑
溝
の
草
刈
り
や
泥
揚
げ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こんな活動しています
　北海道猟友会倶知安支部ニセコ部会は、シカやアライグマなどによる農作物被害対策のため、
町から委託を受け有害鳥獣の駆除を行っています。会員の減少により平成20年に一度活動を
中止しましたが、農作物の被害が急増したため、平成26年に活動を再開しました。狩猟免許
所有者の移住や新規取得者等もあり、会員は現在10名。年齢は30～70代で様々な職業の方が
加入しています。捕獲技術の向上と安全対策強化に向け、年に数回講習会を開催しています。
今年度からは駆除した鳥獣の供養及び安全に活動できるよう、狩太神社でおはらいをしていた
だいています。
　有害鳥獣による作物被害の多さには本当に驚きます。シカの駆除はくくりワナや猟銃で行
っていますが、捕獲頭数は令和元年度26頭、２年度41頭、３年度53頭と年々増加しています。
アライグマは農業者の方々にも協力していただき、箱わなで駆除を行っています。令和元年度
179頭、２年度196頭、３年度201頭とシカと同様に年々増加しています。少しでも作物被害
が少なくなり、農業者の方々が安心できるよう、今後も活動していきます。

<猟友会ニセコ部会>

猟友会ニセコ部会　手老・西原 鹿駆除のためのくくりワナ設置 カラスの捕獲ワナ

町民活動紹介 №９

有島謝恩会の会員を中心に春に灌漑溝の泥揚げや
草刈りを行っています。（土香る会HPより）
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